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内容の要旨および審査の結果の要旨
吸入麻酔薬イソフルランは，脳酸素消費量を減少させ，脳の酸素欠乏時における酸素の供給と需要の関
係を改善することが示されている。本研究では，完全脳虚血前におけるイソフルランの吸入が，循環再開
後の脳波および聴性脳幹反応（auditorybrainstemresponse，ABR）の回復におよぼす影響を検討
した。
実験には，雑種成熟イヌ24頭を用い，これを対照群８頭，虚血前にイソフルランの終末呼気濃度を最小
肺胞内濃度（minimumalveolarconcentration，MAC）である1.3％にして吸入させた１ＭAC群８
頭，および3.9％にして吸入させた３ＭAC群８頭の３群に無作為にわけた。先ず，すべてのイヌで
0.2％のハロタンを加えた酸素を30分間吸入させた後，基準値の測定を行った。その後，１ＭAC群およ
び３ＭAC群では0.2％ハロタンに加えてそれぞれの濃度のイソフルランを，また，対照群では０２％ハロ
タンのみを30分間吸入させた。次いで，大動脈鉗子を用いて上行大動脈を遮断することで完全脳虚血を実
施し，１５分後に遮断を解除して循環を再開させた。１ＭAC群および３ＭAC群では，遮断開始とともにイ
ソフルランの吸入を中止し，３群とも遮断解除60分後まで0.2％ハロタンと酸素のみで換気した。以後は，
これに空気を混じてPaO2を100～200ｍHgの範囲内に維持した。実験中は，脳波（頭頂一後頭双極誘導）
を連続的に記録するとともに，定期的にABRを測定した。測定されたABRについては，刺激側のＩ波か
らＶ波までの波形に対して解析を行った。
得られた成績は，以下のように要約される。
１．循環再開から脳波再出現までの時間は，対照群で93.4±229分であったのに対し，１ＭAC群では57.5
±6.5分と有意に短縮し（p＜0.05)，３ＭAC群では233.8±89.0分と有意に延長した（p＜005)。
２．ABR各波の出現率は，１ＭAC群では対照群よりも高く，とくに180分目のⅢ波とＶ波，および240分
目のＶ波の出現率は，対照群に比べて有意に高かった（p＜0.05)。これに対して，３ＭAC群のABR各
波の出現率は，有意ではないがいずれの時点においても対照群よりも低かった。
以上より，完全脳虚血前における１ＭACのイソフルラン吸入はｊ虚血後の脳機能回復を促進させるこ
とが確かめられた。一方，３ＭACのイソフルラン吸入は，むしろ回復を阻害することが判明した。
本研究は，イソフルランの完全脳虚血時における脳保護作用の実態を明確にしたものであり，脳蘇生に
おける薬物療法に関して寄与するところの大きい労作と評価された。
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